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新時代への掛け橋

「宮の崎橋」完成

（お 広 報…ま畑保 護…再生紙を糊してげす



也

りを

τ 
住みよし、まちづく

朝

つ

老人保健福祉計画

fj. 

国J日

つくし、

の
平
成
十

一
年
。
朝
日
町

E
手

愛

で
は
、
四
人
に

一
人
が
六

l

i

－
－
－
；

十
五
歳
以
上
の
高
齢
者
に

な
る
と
一
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

町
で
は
、
近
く
到
来
す
る
こ
の
高
齢
化

社
会
に
対
応
し
、
高
齢
者
の
方
々
に
と

っ

て
。
よ
り
住
み
や
す
い
町
づ
く
り
。
を
進

め
る
た
め
伝
／
「
朝
日
町
老
人
保
健
福
祉
計

画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

『おばあちゃん、ごきげんいかが？J

一一訪問看護の現場力、ら

は
現
在
、
世
界
一
の
長
寿

わ

が

国

国
と
な
り
、
ど
の
国
主

J

験
し
た
こ
と
の
な
い
ス
ピ

ー
ド
で
、
高
齢
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
辺
り
で
き
ち
ん
と
、
高
齢
者
の
皆

さ
ん
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
な
準
備

を
し
て
お
か
な
い
と
、
四
人
に
一
人
が
高

齢
者
と
な
る
超
高
齢
化
社
会
に
対
応
で
き

な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
た
め
国

ふ
れ
あ
い
、
助
け
あ
い
、

と
も
に
喜
び
あ
う
ま
ち
づ
く
り

計
画
の
基
本
的
な
考
え
方

-

とや 町 町‘い者 古ロ プ保図は
なさ老づきが 靭ヨ ラ健る
りし人くと健 CJ ン福こ高
まい保りし康 」 l ご祉と齢
す町健がたで 師T ι 推を 者
。づ橘今生 、 『 J み進自の

く祉後 i舌生進上でき十的保
り計のをき 行回はアかに健
を画重送がしる、言年平福
進」要るい て迷県 t戦成祉
めは現こをいさや ζ 略元の
て、：： と持まで 図、（年基
い高司のちす高の ゴ 斗盤
く齢「で、。齢平 i高整
指 者朝きい高 化 均 ル齢備
針に日るき齢がを ド者を

朝
日
町
で
は
高
齢
化
が
進

、
品
フ
弘
R
－
コ

展
し
、
平
成
四
年
度
に
は

・・4
T
i

ニ
0
・
五
%
（
五
人
に

一

人
）
だ

っ
た
高
齢
者
の
割
合
も
、
平
成
十

一
年
度
に
は
二
五

・
二
%
（
四
人
に

一
人）

に
な
る
と
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
結
果
、
寝
た
き
り
や
体
が
弱
い
た

め
に
援
践
を
婆
す
る
高
齢
者
が
増
加
し
、

そ
の
一
方
で
、
高
齢
者
の
世
話
を
す
る
介

護
者
自
身
の
高
齢
化
や
核
家
族
化
の
進
行

に
よ
る
家
庭
で
の
介
護
力
の
低
下
が
予
想

さ
れ
ま
す
。

来
た
る
べ
き
二
十
一
世
紀
を
前
に
、
こ

う
し
た
課
題
の
解
決
に
向
け
て
策
定
さ
れ

た
「
朝
日
町
老
人
保
健
福
祉
計
画
」
。
今
回

は、

こ
の
計
固
め
お
お
ま
か
な
納
容
を
紹

介
し
ま
す
。

高
齢
化
社
会
へ
の
具
体
的
な
対
応

策
と
し
て
は
、
在
宅
の
尚
齢
者
へ
の

介
灘

・
支
援
体
制
の
強
化
充
実
を
凶

る
と
と
も
に
、
高
齢
者
の
白
克
や
介

識
に
適
し
た
住
宅
の
普
及
、
繋
備
を

積
郁
的
に
進
め
る
こ
と
が
必
要
に
な

り
ま
す
。
さ
ら
に
、
ん
住
宅
で
の
生
活

が
困
難
な
人
の
た
め
に
は
、
特
別
養

護
老
人
ホ

l
ム
な
ど
の
入
所
施
設
の

整
備
も
必
要
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
元
気
な
高
齢
者
の
た
め
に

は
、
生
き
が
い
を
持

っ
て
い
き
い
き

と
し
た
生
活
が
送
れ
る
よ
う
、
働
く

場
や
生
涯
学
習
の
場
の
提
供
、
交
通

機
関
な
ど
に
配
慮
し
た
施
策
の
展
附

も
大
切
な
こ
と
で
す
。

計
画
で
は
、
高
齢
者
の
方
々
が
地

域
社
会
の

一
円
回
目
と
し
て
盟
か
な
生
活

を
送
れ
る
よ
う
、

二
十

一
世
紀
の
高

齢
社
会
に
向
け
「
ふ
れ
あ
い
、
助
け

あ
い
、
と
も
に
喜
び
あ
う
ま
ち
づ
く

り
」
を
合
言
葉
に
、
保
健

・
福
祉
サ

ー
ビ
ス
の
利
用
体
制
を
確
立
す
る
と

と
も
に
、
次
の
五
点
を
施
策
の
柱
と

す
る
基
本
方
針
を
設
定
し
ま
し
た
。

5月20日、清掃ボランティアに集

まった老人クラブの皆8ん。どの顔

も元気いっぱい。この日は、あcひ

総合病院や老人福祉センターなどの

公共施設の清掃を行いました。

。町の高齢化率

区分 総人口 高齢者人口 高齢化率

平成 4年度 17,318人 3,551人 20.5% 

平成11年度 17,000人 4,286人 25.2% 

( 4年伽各人IIは海山県人LI)

統計泌盆による I 。町の要援護老人の状況

寝たきり 在宅で介護 在宅の虚
区分

老 人
が必要な

弱老人
言十

痴呆性老人

人 人 ~ 人

平成4年度 279 27 216 522 

平成11年度 344 35 261 640 

-
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園

菌園園図

~ Y な高齢化谷会
努 1シ J 「 ～くぞミス

朝日町長に

魚津龍一氏
「
金
銭
を
祝
う
感
謝
の
つ
ど

い
」
に
は
毎
年
多
く
の
カ
ッ

プ
ル
が
招
か
れ
ま
す
。昌信~＠~

三選

〉

心
と
体
の

く

健
康
づ
く
り

何
に
も
ま
し
て
求
め
ら
れ
る
の
が

心
身
の
健
康
で
す
。

健
康
診
査
や
健
峨
相
談
、
機
能
訓

練
、
訪
問
指
導
な
ど
の
保
健
一
事
業
の

充
笑
を
図
り
、
健
康
増
進
に
努
め
ま

す
。
ま
た
、
ピ
ー
チ
ポ
l
ル
競
技
誕

生
の
町
と
し
て
の
特
性
を
生
か
し
な

が
ら
、
青
壮
年
期
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
な

ど
を
通
し
た
心
身
の
健
康
づ
く
り
を

進
め
る
と
と
も
に
、
生
き
が
い
の
創

出
や
社
会
参
加
を
促
し
、
高
齢
者
が

気
持
ち
に
張
り
の
あ
る
生
活
が
送
れ

る
よ
う
凶
り
ま
す
。

〉

保
健
福
祉

（

サ
ー
ビ
ス
の
充
実

年
を
重
ね
る
に
つ
れ
、
身
体
機
能

は
徐
々
に
低
下
し
て
い
き
ま
す
。
援

殻
を
必
要
と
す
る
高
齢
者
が
住
み
慣

れ
た
地
域
で
、
家
族
に
気
が
ね
す
る

こ
と
な
く
過
ご
せ
る
よ
う
、
保
健
福

祉
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
さ
せ
、
あ
わ
せ

て
介
髄
者
の
負
担
軽
減
を
図
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
保
健
福
祉
施
設
を
充
実

さ
せ
、
専
門
的
な
介
護
体
制
を
整
備

し
て
い
く
と
と
も
に
、
社
会
福
祉
協

議
会
を
中
心
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
編

み
あ
げ
、
日
齢
社
会
を
地
域
と

一
体

q
健
康
づ
く
り
の
推
進

q

・
魅
力
あ
る
健
康
教
室
の
開
催
と
健

康
相
談
の
充
実

－
基
本
健
康
診
査
の
医
療
機
関
委
託

の
推
進
と
が
ん
検
診
の
受
診
勧
焚

．
交
入
れ
体
制
の
轄
備
に
よ
る
機
能

訓
練
の
充
実

・
保
健
耐
の
哨
円
以

・
品
川
、
治
品
質
術
的
特
及
び
訪
問
H
腔
尚

供
折
喝
の
実
施

Q
在
宅
福
祉
の
推
進
ロ

－
ホ
l
ム
へ
ル
パ
ー
の
明
以

・
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
整
備

に
よ
る
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
が
業
の
充

実

に
な

っ
て
支
え
て
い
け
る
体
制
づ
く

り
を
進
め
ま
す
。

〉

保
健
・
医
療
・

（

福
祉
の
連
携

こ
れ
ま
で
蓄
積
し
て
き
た
保
健
福

祉
施
策
の
成
果
を
も
と
に
、
保
健
福

祉
関
係
の
機
関

・
団
体
の
連
携
と
関

連
施
策
の
総
合
化
を
推
進
し
ま
す
。

ま
た
、
中
核
医
療
施
設
で
あ
る
「
あ

さ
ひ
総
合
病
院
」
と
の
連
携
を
通
し

て
、
保
健

・
医
療

・
福
祉
の
総
合
推

進
体
制
を
整
備
し
ま
す
。

④ 

コ
ユ

のニ
宜：－： T 
ハJ イ

成

陣
古
者
や
日川
川
齢
将
も
社
会
の

一
円以

と
し
て
、
家
族
や
地
域
社
会
の
人
々

と
の
ふ
れ
あ
い
の
中
で
生
活
し
て
い

く
こ
と
を
原
則
と
す
る
「
ノ
｜
マ
ラ

イ
ゼ
イ
シ
ョ
ン
の
理
念
」
に
基
づ
き
、

福
祉
意
識
の
高
揚
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、
高
齢

者
や
障
害
者
の
社
会
参
加
を
促
し
、

就
業
機
会
の
拡
大
、
趣
味
や
学
習
、

地
域
活
動
な
ど
を
通
し
て
、
豊
か
な

人
間
関
係
を
築
き
上
げ
て
い
き
ま
す
。

そ
し
て
、

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者

な
ど
が
孤
独
感
を
抱
く
こ
と
な
く
、

闘
っ
た
時
に
は
い

つ
で
も
相
談
で
き

・
シ
ョ
ー
ト
専
問
ベ
ッ
卜
の
明
床
に

よ
る
シ

ョ
ー
ト
ス
テ
イ
事
業
の
充

実
－
タ
ク
シ
ー
券
給
付
制
度
の
導
入
等
、

日

町

長

選

挙

結

果

投

票

率

は

加

・
お
パ

6
月
ロ
日
任
期
満
了
に
伴
う
朝
日

町
長
選
挙
が
5
月
詑
臼
に
行
わ
れ
、

即
日
間
禁
の
結
巣
、
現
職
の
魚
出
能

セ

ノ

卜

が
三
選
さ
れ

一
氏
（
灯
議

・
道
下
）

ま
し
た
。

当
日
の
有
権
者
数
は
、

1
3
、
8
5

7
人
（
男
6
、
3
5
8
人
女
7
、
4
9

9
人
）
で
、
投
票
率
は
加
・
拘
%
（
川

河
－mM
%

’
k
m－似
%
）
で
し
た
。

な
お
、
持
候
補
者
の
枇
終
仰
向
ボ
数

は
次
の
と
お
り
で
す
。
（
敬
称
略
）

有
効
投
烈
総
数
1
0
、
9
0
2
W
M

魚
津
龍

一

6
、
4
5
0
票

前

川

俊

男

4

、

4

5

2

間
以

夜
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
充
実

．
訪
問
行
直
婦
の
明日以
と
訪
問
打
議

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
化
に
よ
る
劫
川
和

議
事
業
の
充
実

－
K
住
宅
介
護
支
暖
セ
ン
タ
ー
放
出

－
社
会
制
祉
協
議
会
等
民
間
同
体
活

動
へ
の
支
援
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
の
惟
進

・
高
齢
者
住
宅
改
善
事
業
の
導
入

g・
毎年開かれる「ひとり暮らし老人 ｜日招待」では演芸ボラン

ティアや保育所の子供たちとの交流がお年寄りを喜ばせます。

る
よ
う

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
を

幽
り
ま
す
。

〉

住
み
よ
い

告

環
境
の
整
備

町
の
恵
ま
れ
た
自
然
環
境
を
維
持
・

活
用
し
な
が
ら
、
保
健
福
祉
の
視
点

か
ら
、
高
齢
者
や
障
害
者
が
ゆ
と
り

を
持
っ
て
過
ご
せ
る
環
境
の
整
備
を

行
い
ま
す
。

Q
保
健
福
祉
施
設
の
整
備
Q

・
町
内
に
お
け
る
特
別
養
護
老
人
ホ

ー
ム
の
哨
床

・
養
諮
必
人
ホ
l
ム
、
軽
費
老
人
ホ

ー
ム
の
圏
域
内
施
設
で
の
調
整
に

よ
る
必
要
泣
の
確
保

－
主
人
保
健
施
設
に
つ
い
て
は
、
圏

域
内
施
な
で
の
制
整
に
よ
る
必
要

ベ
ッ
ト
数
の
雌
似

－
保
健
セ
ン
タ
ー
の
改
持
整
備

Q
高
齢
者
の
生
き
が
い
対
策
Q

・
苧
門
機
会
の
提
供

－
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
ぷ
沼
の

品
川A
H川

1

’
 

・
高
齢
者
に
や
さ
し
い
縞
祉
の
ま
ち

づ
く
り
の
推
進

・
地
区
公
民
館
や
保
育
所
等
の
既
存

胞
設
を
活
問
し
た
託
老
所
と
軽
作

業
所
を
兼
ね
た
純
設
開
設
の
検
討

い
つ
ま
で
も
元
気
で
い
き
い
き
と
し
た
生
活
を
送
り

た
い
。
今
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
「
明
日
町
老
人
保

健
一稿
祉
計
画
」
は
、

mn
さ
ん
の
そ
ん
な
願
い
を
実
現
す

る
た
め
に
策
定
さ
れ
た
計
同
で
す
。
こ
の
計
画
に
つ
い

て
の
問
い
合
わ
せ
は
役
場
住
民
課
福
枇
係
（
岱
0
7
6

5
1
m
i
l
l
o
o
内
線
1
1
2
）へ。

-



町民 税

4万6.662円

固定資産税

5万8.527円

町
税

巨負の
=:= t§ 内
会状訳
三況と

その 他

l .370円
軽自動車税

l .337円
町たばこ税

3.798円

条例により、町の財政状況を 1年！こ2回、町民のみなさんにお知らせすることになって

います。今月号では、平成6年3月31日現在における平成5年度予算の執行状況をお知ら

せします。

軽自動車税
2,359方向
( 100.0%) 

町たばこ税
6, 700万円

(100.0%) 

その他
2,416万円

(89白8%)

ι Bi:意2,317万円

(98. 2%) 

9 8 7 6 5 4 3 2 I 

i下平成 5 年 度
中羽財 政 状 況

2 3 4 5 

~＇ι 地方交付税｜｜教育 貸24f：意2,266万円（100.0%)

‘民生費量
町税19憶に040万円（98.1%)

町債18億2,620万円（12.2%) 

9ft9,993万円（94.8%)

総務費 9{!3, 745万円（93.4%)

儲支出会 7億6,020万円（0.0%)

II If意9,629万円（81.4%)
水
質

林
業

幾
度

県
金出

国
支

7f意5,696方向（80.4%)

｜町債の状況｜

）
 

司
E
E
E

・
（
 7 ,277万円

S,398万円
Z,685万円

ミふ

町有財産の状況

区 分 金 吉H 構成比 ｜〉｛ ’／｝ 金 額 構成比

一 般会計 30118. 658 ljf'J 80. l • 災’占復 111f占 2, 077 fil'J 0.5. 

総務 11'1 4億5,103 11. 7 臨時財政特例（責 l館9.119 4.9 

社会福祉的 6,446 1. 7 そのfll!.~1~；長f）~ 4,209 1.1 

保育 所伯 8,448 2.2 そ の 他 会 計 7億6,548 19.9 

農林ホ産業i責 3信1,837 8.3 山崎診縦所 1,160 0.3 

土木市 3117,489 9.7 簡易水道 4,616 1.2 

公常住宅情 4億8.592 12.6 tlJ 地先行取得 4,537 1.2 

消防的 4,906 1. 3 あさひ総合病院 6億6,235 17.2 

教育的 10 Ii 432 26.1 庁主 ι！？ 包郵盟事 E磁器

臼 目的別
円

円
万

万

－
千A
a
円
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衛生貸

｜歳 出 1

~：＝~： ~~~~＝ ~盟

Sf意6,512万円（78.2%)

土木貴 5億6,249万円（58.9%)

公償資l4f意4,921万円（100.0%)
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その他 7億2,520方向（48. 3%) 
その他

4f意9,323万円（9s.s%)I 

一 般会計

｛グラフの数値（j予算額とそれに対する執行準（%）を表してあります）

特 別 会 計
tot 入 言注 rn 

予算書！i 収入済額 収入期 予算額 支 出 済 制 支出率

国 f呆 〆3合3、' 言十 11イjな8,519Jilリ 10億 608万円 84.9% 11イ~8.5197］円 9俄2.796Ji円 78.3% 

老 人 保 健 医 療 会 計 171立8,393/jl 1 J 161意7,502万円 93.9% 17億8,393万円 16｛窓6,514万円 93.3% 

奇同人9 僚 所 会 言十 6,708万円 4,861万円 72.5% 6, 708Jj円 5.436万同 81.0% 

簡易水道会計 4.218万円 3.477万円 82.4% 4,218万円 3.398万同 80.6% 

用地取得会計 6.077万円 6.077万円 100.0% 6,077万円 6.077万円 100.0% 

用 * 会 言t 498））同 478万円 96.0% 498万円 362万円 72.7% 

奨学資金会計 95万円 95万問 100.0% 95万円 38万円 40.0% 

土地 543.822ni 建物 76.709ni 

，....色lliiiiiiia....

科学1福 l
企業会計 t凌 入 歳 1±'1 

（あさひ総合病院） 予算削 収入済額 』｜文人格 予算 制 支 出 済制 支出務

収 説 的 収 支 24-fj怠7.532万円 221:意1,24TJil円 89.4% 24億7,532万円 23低1.877万円 93.7% 

資 本 的 収 支 8.462万円 8.462万円 100.0% 1低7,243}j円 l憾7.242Jj同 100.0% 

言十 25i.窓5,994万円 22億9,709万円 89.7% 26億4,775万円 241.怠9,119万円 94.1% 

有価証券 2億6.120万円
出資金 6.715万円

基金積立金

16億7.064万円

ぷ系金ダ
ー、占『剛~ι

『；，，，，o/
.. :{;j!0事

－・ .. 
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「有磯海会」野疎チーム

研フ 」』

究イ 長官

t↓近
宰ド 毛主

細 室
田 i三

平光 τ
T 明 ~
~ tス

「
ま
ず
は
里
山
の
動
植
物

の
個
体
数
や

種
知
な
ど
、
そ
の
似
態
系
を
臼
分
た
ち
の

＠＠＠ 
稲2
葉ぱ

代ょ

本
町
の
稲
葉
富
雄

・
清
美

さ
ん
夫
妻
の
長
女

（平
成
4
年
B
月
四
日
生）

ん

手
で
調
べ
る
こ
と
か
ら
始
め
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
」

細
田
さ
ん
は
、
こ
の
ぷ
に
結
成
さ
れ
た

「朝
日
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
研
究
会
」
の

発
起
人
。
赤
川
悦
で
知
ら
れ
る
野
村
彰
さ

ん
の

「越
山
房」

に
集
う
仲
間
た
ち
と
と

も
に
「
判
口
川
の
忠
ま
れ
た
自
然
と
の
削

わ
り
を
泊
じ
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
展
開

し
て
い
く
こ
と
」
を

M
指
し
て
い
ま
す
。

「A
Z
U
U
H
は
引
在
、
十
名
。
野
村
さ
ん
を
は

じ
め
、
学
校
の
先
生
や
森
林
組
合
の
職
員
、

建
築
上
な
ど
ユ
ニ
ー
ク
な
人
ば
か
り
で
す

が
、
当
山
は
こ
の
メ
ン
バ
ー
を
中
心
に
デ

ー
タ
の
収
集
や
い
ろ
ん
な
分
野
の
卯
門
家

を
捌
い
た
勉
強
会
な
ど
を
聞
い
て
い
く
予

定
」
。
五
月
十
七
日
に
は、

オ
コ
ジ

ョ
の
研

e

L
e
n
va旬、

究
家
と
し
て
有
名
な
野
栄
木
洋
さ
ん
を
講

師
に
、
刷
物
の
中
ぃ態
や
観
察
法
を
学
よ
初

め
て
の
勉
強
会
も
附
併
し
ま
し
た
。

チ
供
の
こ
ろ
は
昆
虫
探
集
の
名
人
。
地

理
学
を
専
攻
し
て
い
た
公
良
で
の
学
生
時

代
か
ら
可
向
然
と
フ

ィ
ー
ル
ド
に
関
心
が

向
く
よ
う
に
な
っ
て
い

っ
た
」
と
笑
顔
を

見
せ
る
制
山
さ
ん
。
「人
間
も
れ
然
の
．

部
。
人
間
を
抜
き
に
自
然
を
語
る
べ
き
で

は
な
い

」
と
い
う
の
が
持
論
。
「
メ
ン
バ
ー

全
員
が
出
品
川
人
だ
け
に
話
に
罪
が
な
く
、
お

も
し
ろ
い
。
こ
う
し
た
人
の
つ
な
が
り
が
、

や
が
て
は
付
お
こ
し
に
発
展
し
て
い
け
ば

紘
一品
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
必
を
祁
り

ま
す
。

1防
毒務

人

V
Aゆ

図
図
図
包
囲

1
1ふ
る
さ
と
を
紹
介
し
て
く
だ
さ

’L 末
上
長
野
県
の
茅
野
市
で
す
。
八

a

ョ’
sn

’q
，、

ヶ
岳
の
山
箆
に
あ
り
、

白
樺
湖
や
馨

科
温
泉
郷
、
近
く
に
は
諒
ヶ
崎
、
美

ケ
阪
な
ど
の
対
勝
地
を
拘
え
た
観
光

の
ま
ち
で
す
。

か
つ
て
は
桑
畑
が

一

面
に
広
が
っ
て
い
た
場
所
も
今
は
宅

抱
造
成
が
進
み
、
ビ
ー
ナ
ス
ラ

イ
ン
を
は
じ
め
と
す
る
道
路
網

も
見
逃
え
る
ほ
ど
艶
附
さ
れ
て

き
・
ま
し
た
。
た
だ
、
山
並
み
は

北
目
の
ま
ま
。
冬
、
哀
の
田
ん
ぼ

で
ス

ケ
ー
ト
を
し
た
こ
と
、

十反

に
多
科
山
へ
登
山
し
た
こ
と
な

ど
も
械
か
し
い
思
い
出
で
す
。

l
l朝
日
町
で
の
生
活
は
い
か

が
で
す
か
？

末
上

ニ
の
町
で
暮
ら
し
て

ポ主務

広瀬真寿美さん（20歳入善町）

朝日商業開発株式会社 一一

と、だれからともなく朝間野

球の話題が出て、手際よく、結

｜吋式’が準備されやおj西’の

！市となるのが常になっていま

す。結団式には大勢が集まり

佼遅くまで宴会が統きますが、

いざ試令当日となると集合時

附までに選手がなかなか集ま

らず、ハラハラのしどおし。

そして試合の中身といえば、

相手チームの選手がIIを党ま

さないうちのHil半は、往年の

。技術’と、、11・で普－戦する

ものの、後半l主体)J不足がた ！

たってか、結果はいつものパ

私たち 「有磯海会」は、 町

｛本協主｛症の朝間野球大全が聞

かれる毎年この時期だけ結成

される＊野球’とやお酒’が

好きな境地阪のメンバーで作

られた野球チームです。

13年前、地区の40議前後の

皆さんが何かスポーツを通じ

て親睦を深められないかと考

えたのが、チームffi成のきっ

かけ。昭和35年に閉校となっ

た「境中学校Jで野球部に籍を

置いた人たちが中心となり、

昭和57年の第ll回大会から朝

間野球大全に11111場、現在まで

続いています。「有磯海会」の

名前｛立、境r11手：i校の校歌の一

節にある検有機j創立……’の

中から名Hけました。

毎年いまごろの季節になる

往年の授術とロは健在

ターン・・・・一。

とはいえ、大会が終わった

後の反省全での。おi内命を楽

しみにしている愉快な仲間た ！

： ちです。 ； 
l－一一一一一一一一一一一一－－－－一一一一一一一一一一一一町一一J

.. 

長
末喜野
上蚕県
美 苓 ち

写 郵の
τ市
ん

十
年
。
ス
ポ
ー
ツ
が
好
き
で
、
若
い

こ
ろ
仰
は
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
や
巡
励
会

で
も
活
路
し
た
も
の
で
す
が
、

A
1
は

パ
ー
ト
の
か
た
わ
ら
、
花
を
打
て
た

り
、
し
し
ゅ
う
を
楽
し
ん
だ
り
の
毎

日
で
す
。
人
の
温
か
さ
、
食
べ
物
の

お
い
し
さ
は
栴
別
。
ハ川
近
で
は
勺
も

そ
う
多
く
あ
り
ま
せ
ん
し
、
本
当
に

住
み
や
す
い
町
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

｜
｜

こ
れ
か
ら
の
抱
負

・
町
に
望
む

こ
と
は
？

末
よ

必
は
家
族
そ
ろ

っ
て
旅
行
を

す
る
こ
と
。
町
に
は
附
店
街
の
活
性

化
に
力
を
入
れ
て
い
た
だ
き
た
い
で

す
ね
。

。

笑
顔
マ
『

νら
っ
し
ゃ

νま
せ
』

こ
の
が
か
ら
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン

タ

「
ア
ス
カ
」
の
イ
ン
フ
才
メ
！

シ
ヨ
ン
で
、
お
客
様
へ
の
ご
案
内
や

商
品
券
の
版
允
な
ど
を

山
内
放
送
、

判
当
し
て

い
ま
す
。
常
に
心
が
け
て

い
る
の
は
笑
顔
を
忘
れ
な
い
こ
と
。

ほ
か
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
や

デ
パ
ー
ト
に
行
っ
て
も
、

イ
ン
フ
ォ

メ
l
シ
ョ
ン
の
人
の
戸
や
姿
が
つ
い

つ
い
れ
に
な
り
ま
す
ね
。

趣
味
は
カ
ラ
オ
ケ
、

そ
し
て
海
に

行
く
こ
と
。
ス
ポ
ー
ツ
は
あ
ま
り
得

窓
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

ス
キ
ー
を

そ
れ
な
り
に
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

いい川械
が
的
だ

勺
た
ζ

と
か
ら
、
制

u町
の
こ
と
は
だ
い
た
い
知
っ
て
い

る
つ
も
り
。

れ
、
町
民
の
皆
さ
ん
も
や
さ
し
い
人

ば
か
り

mで
す
ね
。「
ア
ス
カ
」
で
皆

さ
ん
の
笑
顔
と
お
会
い
で
き
る
の
を

一階
・
山
の
臼
然
に
恵
ま

決
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

広
報
係
で
は

「ふ
れ
愛
こ

う
さ
点
」
の
各
コ
ー
ナ
ー
に

出
て
い
た
だ
け
る
人
や
グ
ル

ー
プ
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

「出
て
み
た
い
」
「
出
し
て

あ
げ
た
い
」

人
が
お
ら
れ
れ

ば、

広
報
係
（
宮
役
場
内
線

2
0
4
）
へ
司
こ
報
を
。

IE・
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このページは、 読者の皆さんで

つくっていだだくコーナーて旬。
漫画やイラストに隈らず、日ごろ
感じていることや広＜知らせだ
いこと、広報で取り」二げてほし
い問題怠ど、皆さんからの声を

お待ちしています。
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〔
少
食
と
草
食
〕

（

5
歳
児
）

J
〈
ん
「先
生
、
何
ち
ゃ
ん
、
ご
は
ん

ち
っ
と
し
か
持
っ
て
こ
な
か
っ

た
よ
」

保
母

「あ、』ノ
、
本
当
だ
。
で
も
何
ち

ゃ
ん
少
食
だ
か
ら
い
い
よ
」

J
〈ん

「
ぽ
く
た
ち
肉
食
だ
か
、
」
ソ
い
い

よ
ね
」
（
κ君
も
う

υづ
く
）

保
母

「ワ
・」
（
少
食
を
草
食
と
勘
違
い

し
て
い
る
よ
う
で
す
ね
）

〔
ど
こ
の
ご
は
ん
〕

（

4
綾
免
）

保
母

「
先
生
の
弁
当
の
ご
は
ん
、

メ
リ

η
の
だ
よ
」

M
〈ん

「
ぼ
く
の

u
gん
ぼ
の
だ
よ

1
」

保

＆ 

「
そ
う
か
：
・

0

お
い
し
い
ご
は

ん
食
べ
ら
れ
て
い
い
わ
ね
え
』

〔
私
ガ
決
め
る
】

2
歳

咽
ん

M
Z
ん
「
私
の
マ
マ
、
も
う
す
ぐ
赤
ち

ゃ
ん
生
ま
れ
る
ん
だ
よ
」

保
母
「
本
当
つ
よ
か
っ
た
ね
．
男
の

V崎司法、緩（？｝

組圃

クッキーづくり（泊東部保育所）

野ι山ι緑が映える季節とな

1 りました。人それぞれ年齢吃よ

って感じ方は異1まるとは思』Jま

すが、最近とみC山々の緑の美 1

しさに自を引かれあょうιなっ ：/,/ /-

てきました0 i ま；
I 日一日と緑が濃〈なって日〈 ' 寸‘ト

iなか昨日、昭和63年lζ着工以来 fk 
l工事が進められてぎた宮崎漁港 1_ 
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将来を見つめた施策を推進して

日〈必要を感じて日ます。

日本国憲法τは第3章第10条

から第40条にかげ、国民の権利

及び義務がうたわ札てけます。

時代の流れのなかで私たちに求

められて日るそうのは何なのか。

山の緑を眺めながら明日のまち

ブぐりに思日を巡らぜて』Jます。

(5尽13日記）

子
ワ
・
女
の
子
つ
・
』

M
ちゃん
「え
！
と
、
病
院
の
先
生
が
男

の
手
や
っ
て
ゅ
う
と
っ
た
」

保
母

「
名
前
は
つ
・
』

M
ちゃん『
生
ま
れ
た
ら
決
め
る
の
」

「
決
め
る
の
パ
パ
ワ
・

保
母

マ
マ
ワ
・
」

M
ちゃん
「
私
が
決
め
る
の
／
」
（
し

っ
か

り
姉
ち
ゃ
ん
、

が
ん
ば
れ

l
）

’ヲ
ノ

〔
マ
マ
は
大
忙
し
】

（

2
綾
児

保
母

『今
朝
は
だ
れ
と
い
っ
し
ょ
に

保
育
所
に
糸
た
の
つ
・
」

M
ちゃん『
パ
パ
と
」

『
マ
マ
リ
ワ
・
」

保
母

H

円
ち
ゃん『
お
化
粧
／

か
わ
い
く
は
っ
て

お
仕
争
行
く
ん
だ
よ
」

保
母

「
ぞ
う
ね
：
・。

マ
マ
は
除
し
い

の
よ
」

（
子
育
て
は
パ
パ
と
マ

マ
の
共
同
作
業
で
す
ね
）

広
報
ク
イ
ズ

（
問
題
）

①
朝
日
町
で
は
平
成
日
年
に
何
人
に

1
人
が
臼
歳
以
上
と
な
る
か
？

＠
3
人

③

4
人

＠

5
人

②
リ
ン
ド
パ
l
グ
の
コ
ン
サ
ー
ト
が

「
サ
ン
リ
l
ナ
」
で
聞
か
れ
る
の
は

8
月
の
何
日
？

＠
M
日

③

幻

H

＠
お
H

③
4
月
M

H
に
来
町
し
た
へ

i
シ
ン

ク
氏
は
ど
こ
の
固
め
人
？

＠
オ
ラ
ン
ダ
③
ド
イ
ツ
＠
タ
イ

〔
応
募
方
法
）

会
は
が
き
に
答
え
の
記
号
、
住
所
、

氏
名
、
年
齢
を
書
き
6
月
日
H

（出

日
消
印
有
効
）
ま
で
役
場
総
務
課
秘

批
判
広
報
係

（〒
蜘
l
mw朝
日
町
道
下

1
1
3

3
）
へ
送

っ
て
く
だ
さ
い
。

抽
選
で
3
人
に
一凶
書
券
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
ま
す
。
前
回
の
当
選
者
は
松
原

る
り
子
さ
ん
、
み
っ
ち
ー
さ
ん
、
休

野
亮
さ
ん
で
し
た
。

⑮ 

園田
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寄28町 長 行

－ 申喜びニ通信 --

お
便
り
お
待
ち

し
て
い
ま
す

今
年
も
「
や
ま
び
こ
通
信
」
の
用

紙
を
広
報
あ
さ
ひ

6
月
号
と

十
緒
に

皆
さ
ん
の
お
宅
に
お
届
け
し
ま
し
た
。

町
政
に
つ
い
て
日
ご
ろ
か
ら
感
じ
て

い
る
こ
と
を
記
入
し
、

二
つ
に
折
っ

て
ノ
リ
付
け
し
た
後
、
ポ
ス
ト
に
入

れ
て
く
だ
さ
い
。
切
手
を
は
る
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。

「
や
ま
び
こ
通
信
」
で
寄
せ
ら
れ

た
意
見
は
、
町
長
が
す
べ
て
自
を
過

し
、
担
当
者
に
そ
の
対
応
を
指
示
し

ま
す
。
指
示
を
受
け
た
担
当
者
は
内

容
を
十
分
に
制
査

・
験
討
し
、
可
能

な
も
の
か
ら
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
そ
の
対
応
の
仕
方
に
つ
い

て
は
、
便
り
を
寄
せ
た
人
に
お
知
ら

せ
し
て
了
解
を
得
る
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
そ
の
中
で
皆
き
ん

に
広
く
か
か
わ
る
問
題
に
つ
い
て
は

広
報
あ
さ
ひ
の
中
で
紹
介
も
し
て
い

き
ま
す
。

私
た
ち
の
町
を
良
く
し
、
育
て
て

い
く
の
は
皆
さ
ん

一
人
ひ
と
り
の
意

見
で
す
。
あ
な
た
か
ら
の
お
便
り
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

栄
え
あ
る
受
章

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

勲五等

双光旭日章

中川薙ーさん

（本町 ・70歳）

平
成

6
年
春
の
叙
勲
が
発
表
さ
れ
、
朝
日
町
か
ら
は
中

川
嘉
一
さ
ん
（
元
朝
日
町
長
〉
ガ
、
勲
五
等
双
光
旭
日
章

を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。
合
後
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を
お
祈

り
い
た
し
ま
す
。

昭
和
引
年
ロ
月
か
ら
昭
和
日
年
5

月
ま
で
、
日
年
5
か
月
の
H

択
さ
に
わ

た
り
朝
日
町
長
と
し
て
町
政
発
展
に

尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

「災
害
復
旧
や
海
岸
浸
食
対
策
、

山
村
振
興
卒
業
の
た
め
に
東
弁
阻
迭

し
た
こ
と
が
強
く
印
象
に
残
っ
て
い

ま
す
。
そ
れ
と
、
宇
奈
月
町
と
の
境

界
問
題
や

U
源
開
発
、
清
掃
セ
ン

タ
ー
・斎
場
の
設
置
、
小
川
・泊
中
学

校
の
統
合
な
ど
に
も
ず
い
ぶ
ん
力
を

注
ぎ
ま
し
た
」。

4
期
に
及
ぶ
町
長

在
戦
中
の
功
績
は
挙
げ
れ
ば
き
り
が

あ
り
ま
せ
ん
。

「A
g
凶
の
受
立
は
多
く
の
山
甘
さ
ん

の
お
か
げ
。

こ
れ
か
ら
は
地
方
の
能
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北
信
越
女
子
柔
道
体
重
別
選
手
権
大

会

（
長
野
県
）

マ
臼
同
級
3
位

小

林

芳

6
年
度
県
陸
上
記
録
会

（
九
・
九

・

仏
県
陸
上
競
技
場
）

マ

↑
般

・
高
校

・
男
子
川
M
陣
容

3
位

角

丸

映

歪

・
男
子
砲
丸
投

げ
1
位

字

削

浩

記

・
女
，
十
円
盤

投
げ

2
位

大

向

有

記
了

・
久
子

砲
丸
投
げ
1
位
大
島
有
紀
子

マ
中
学

・
男
子
締
高
跳
び
2
位

南
部

一
成

・
男
子
砲
丸
投
げ
2
位

吉
江
秀
雄

・
男
子
走
り
高
跳
び

3

位

吉
田
和
也

・
女
子
側
M
1位

笹
川
泉

・
女
子

m
M障
害
2
位

河
内
瞳

・
女
子
制

M
2
位

笹

川

泉
・
女
子
走
り
高
跳
び
2
位

浜

阿
聖
チ

県
高
校
春
季
大
会

マ
柔
道
（
あ
・
お

小
杉
町
体
育
館
）

・
男
子
九
同
級

1
位

安

達

春

樹

・
男
子
部
川
崎
級
1
位
｛
子
山
浩
段

マ
テ
ニ
ス
（
冗
山
有
瀬
ス
ポ
ー
ツ
公
閲
）

・
男
4
1

複

1
位
清
水
大
志
郎
（
今

年
度
全
国
高
校
総
体
出
場
権
獲
得
）

富
山
リ
レ

1
カ
ー
ニ
バ
ル

（
治
県
臨

上
競
技
場
）

マ
中
学
女
子

・
1
5
0
0
M
l
位

笹
川
泉

・
側
M
リ
レ
ー

3
位
（
河

内

随

川

久

保
美

晴

笹

川

泉

稲

井
上
洋
平

・
問
3
位

鈴

木

康

介

マ
個
人
女
子

・
3
・
4
年
の
部
2
位

戸
坂
智
聖

・
5
・
6
年
の
部
2
位

草
野
美
和

・
岡
3
位

青

木

美

佳

第
ロ
田
町
民
テ
ニ
ス
大
会

（%
町
民

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
）

マ
団
体
1
位

泊

二
区
A

マ
個

人

・

男

子
l
位

川
上
勝
之
・

藤
沢
武
志
組

・
女
子
1
位

米
出

6月のスポーツ
s P、OR〆Ts 

町営プールオープン
・開設期間 6/24告白～8/4臼）

(8/14～B.'16及び荒天日は休み）

E詩書店長宣伝ま雲監ヨ

ブール監視員としてアルバイト学生を募集

します。期間はア月下旬から8月末日まで。

詳しくは教育委員会（ttB2-l 104）ヘ問い合

わせを。

カ

・
力
誌
が
さ
ら
に
附
わ
れ
る
時
代

で
す
。
市
齢
化
や
過
疎
化
な
ど
の
問

題
が
山
積
す
る
な
か
、

判
日
川
の
サ

s:oo-
8・00～

s:oo～ 

s:oo-
8・00-

• 2 日 （,j,)
9・00～

～ 3 11倒

・511(11) 

6包4

ポ
ー
タ
！
と
し
て
今
後
も
町
政
に
エ

ー
ル
を
送
り
就
け
て
い
く
つ
も
り
で

す」

荷
理
恵
子
）

第
羽
田
県
陸
上
競
技
選
手
権
大
会
（%

県
陸
上
競
技
場
）

－
女
子
砲
丸
投
げ
1
位

大
烏
有
紀

子

（
大
会
新
）

・
女
子
円
盤
投
げ

3
位

大

烏

有

紀
子

・
男
了
4
4
り

し
品
跳
び

2
位

金

井

昭

宏

県
中
学
陸
上
春
季
大
会

（
%
県
陸
上

競
技
場
）

－
男
子
棒
高
跳
び

2
位
南
部
．
成

－
K
子
三
種
競
技
8
1
位

川

内

瞳

・
女
子
1
5
0
0
M
1位
笹

川

泉

第
初
回
青
少
年
剣
道
練
成
大
会

（匁

青
海
町
）

マ
団
体

・
女
子
3
位
（
背
木
美
佳

・

草
野
美
和

・
水
野
ゆ
か
り
）

マ
個
人
努
子

・
3
・
4
年
の
部

3
位

三
和
子

・
鷲
好
子
組

第
幻
田
町
民
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
（%

町
民
テ
ニ
ス
コ
ー
ト）

マ
団
体
1
位

五

箇
庄

マ
個
人

・
男
子
l
部
1
位

水

野

厚
志

・
七
沢
勝
哉
組

・
女
子
1
部

l
位

辻

砲

矢

子

・
川
瀬
麻
美
子
組

・
女
子

2
部
l
位

水

島

学

美

・
問

中
敦
子
組

開iL~ ·：u；京大会

8・30-・6[)(IJ) 
19:30-

～ 9 II（拘

• 1211(1 1) 8:30-
8.30～ 

3:30～ ・19円（円） 8'.30～ 

8'.30-

• 2611 (H) 9:00～ 

9:00～ 

医療の現場から

あ
さ

庚~~
Jll~~ 
慎戸
－ーら

郎？
医
長

外科と集団検診
4月よりあさひ総合病院外科

医長とじて山下巌医師と共に勤

務することに忌りまじた。

当院の外科は消化器（食道、

胃、小腸、大腸、駐門、肝臓、

担道、辞職、辞職など）を中心

に、富山医科薬科大学第二外科

を連携じて甲状腺、乳腹外科‘

小児外科（ヘルニア、腸重積、

小児がんなど）までを守備範囲

としてります。

5月から各種がん検診、集団

検診が本格的に始まりましたが、

今回は乳がん検診につりて2、

3の留意点をお話しします。

従来、乳がん集団検診ては乳

房の視触診と超音渡検査が施行

されてきましたが、がんの質的

な早期発見のためには乳房のX

線撮影（マソモグラフィ）が超

音波検査よりも、特に35歳以上

の方に有用とされます。当院で

は本年より視触診とマンモグラ

フィの組み合わせを原則とする

ことにじました。ただし35議未

満の方、妊婦などX線検査が妥

当ではなり方、乳房の小さり方

および希望者には従来通り超音

波検査を施行りたします。

－朝日町はがん検診の受診率が

低りように見受けられますので、

成人病の予防、早期発見、早期

治療のため各種がん検診、集団

検診をぜひ受診されるようお勧

めします。

。
。

llD 



業事

り

...e.』．
足三

す

く

記

ちづ

半。

年周

め

ま

40 行

進

桜の

施告リ町町日朝

「7,＼.ニ比.－、，，、「城山さくらいっぱい事業J

施設桜植樹」「桜のまちづ くり事業」

の3本立て。夢のあるまちづ くり

にあなたも参加してみませんか。

町では町制施行40周年を記念し、

桜の苗木を公共施設に植えたり、

一般家庭に配布するなど、美しい般

のまちづくりを進めます。事業は、

現在、城山間辺には約600本の

拡があリますが、さ らに500ノドの

前木を減111.上の山内地JM辺に

主~.Wf します。

柏：樹時期は11円。開花時期を

ゴールデンウィークにあわせ、

八.ffi：桜を中心に植える （・定です。

・家庭編

希望調査をしたうえで各家庭に

l.5m程度の桜の苗木を配分iし、

1本ずつ植樹してもらいます。

配布時期は11丹、樹種は染JI"

古野。 6月に行う町内の脇分布

調査と今副の植樹本数の合計が

8月 1日現在の町の世待数とな

るようにします。

町民公殴｜など、公共胞設にがJ

200本の桜の:ft'｛樹を行L、ます。

植栽の時期は来年の 3rJ。樹

種は染井吉野とします。

・地域編

符地域の公会~地などに、 地

域の符さんの話合いによって染

井古野を楠えてもらいます。

・企業編

各企業の協力を得て、工場な

どの敷地内に染井吉野を納えて

もらいます。

LINDBERG 
明きっと素晴らしいツアーにするんだ／／ Tour ’94 

サンリーナ

3,800円 （税込み）

チケットは「アスカ」 ・県内弁プレイガイド .....－.....

でll長•／（：，•！• / a・F・司邑

忌HtASAHI Fo川崎th Anniversary 

A -40 （エィフォ ーテ ィ）

宮82-0040へ

8月28日（目）

E語障重温厄週圃

※間合せ

-

平成61手直

全国高級総体

7
月
幻
自
岡
正

（入
場
締
切
り
午
後
1
時
初
分

・

式
典
終
了
午
後
4
時
5
分）

V
開
会
式
の
日
時

・
場
所

午
開
門

・
富
山
県
連

富
山
県
陸
上
競
技
場

2
万
人

（
応
募
者
が
上
回
っ

た
場
合
は
抽
選
）

動
公
樹
内

V
募
集
人
員

V
申
込
み
方
法

が
．鳴
を
記
入
し
、

返
伝
則
封
筒

次
め
と
お
り
封
筒
に
必
．耐火

中
に
入
場
券
送
付
川
の

（別
円
切
手
を
は
る
こ
と
）

を
入
れ
て
送
っ
て
く
だ
さ
い
。

939-01 

富総平 富
山合成 山
県体 6 中
実育年私失
行大度 轡郵
委会全箱｛吏
員 国 113局
会 高 号
事等
務学
局 校

朱笹きするニと

1(1i 占え

入
場
券
申
込

回

（応募用封筒）

応
募
者
の

面

f主
所

J延

氏
名

電
話
番
号

応

募

者

の

住

所

（返信用封筒）
表 mi

民

名

困〒

V
申
込
み
締
切
り

印
布
効
）

V
問
合
せ

千
成

6
年
度
A
K川

いけ
川
和
m
J
山
下
校
総

A
H
体

内

大

会

出

山
山
実
行
後
日以
〈
ぷ
（
宮

0
7
6
5｜
糾

1
0
2
0
0
）
へ
。

6
月
日

H
附
（
当
日
消

キミもチャレジジ
raさひねん•a＜篠隙際」隊員事事集

数行委μ会では、今年む小’下校 5・6年生を

1・「みとした 4~IT 5「｜ の白然体験キャンプを案

処します。

。期日 7/21（村～7/25UD ＜＞場所 三議周辺（予定）

O定員 30名（定以になり次第綿・め切ります）

。参加賀 7,000円

。申込み 6川 211午後 lI時から教育委員会

(fi'82-lJ 04）で受け付けます。隊員の世

ぷをするカウンセラー（ 5名）も募集します。.., 



社会福祉
協議会だより

． 朝日町キ士会福祉協議会

は、 皆さんと共に地域の

福祉向上を目指す福祉団

体です。

・場所 朝日町福祉セン

ター内

包 83- 0576

こ
す
も
す
福
祉
作
業
所

ふ
れ
あ
い
と

働
く
喜
び
を
実
感

笑顔
いきい3r 

司F

M
回
伊

y

斡
集
落
セ
ン
タ
ー
内
に
オ
ー
プ

ン
し
て
間
も
な
く

2
か
月
。
呪

在、

9
人
の
皆
さ
ん
が
週
に

5

円
こ
こ
に
通
い
、
経
作
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。

町
で
は
初
の
、
｝
の
福
枇
作
業

所
は
、
一必
所
名
の
皆
さ
ん
が
ふ

れ
あ
い
な
が
ら
勤
労
の
喜
び
を

実
感
で
き
る
場
。
い
き
い
き
し

た
笑
顔
で
、
作
業
に
励
ん
で
い

ま
す
。

ありがとう
あたたかい忌

喝（4 月 ，~？，~~~.~
6月19日

福祉団体

スポーツ大会

開催

6
月
日
日
側
、
午
後
1
時
叩

分
か
ら
町
の
教
宵
文
化
会
館
で

手
話
奉
仕
員
養
成
講
習
会

市
山
県
ろ
う
あ
福
祉
協
会
で

は
次
の
と
お
り
、
手
獄
事
仕
員

養
成
講
習
会
を
聞
き
ま
す
。

日
時

6
月
ロ
円

・
叩
け
、

7

月
刊
日

－
M
目、

9
月
4
日
－

U
日、

日
川
2
H
・
9
日
め
8

回
コ

i
ス
。
そ
れ
ぞ
れ
午
後
1

時
か
ら
午
後
4
時
ま
で

場
所

富
山
県
社
会
制
祉
協
議

朝
日
町
の
職
員
を
募
集
し
ま
す

l=?H：凶酔2長’·•~：IC園田1111

朝
日
町
（
本
庁

・
出
先
機
関
）

で
事
務
等
に
従
事
す
る
職
員
を

募
集
し
ま
す
。

採
用
予
定
人
員

マ

一
般
事
務
（
上
級
）
若
干
名

マ
七
木
技
術
（
上
級
）
若
干
名

マ
建
築
技
術
（
上
級
）

1

名

受
験
資
格

昭
和
叫
年

4
月
2
日
以
降
に

生
ま
れ
た
人
で
、
大
学
を
卒
業

ま
た
は
来
年
3
月
卒
業
す
る
見

込
み
の
人

そ
の
他
の
条
件

一
般
事
務
は
町
内
に
住
所
を

有
す
る
か
学
業
の
た
め
転
出
し

て
い
る
人

試
験
の
日
・
場
所

マ
一

次
試
験

7
月
凶
日
制

くらしの情報室

Li-仇昭 Iγzfoγ悦 αtion 画画昌司

富
山
県
立
山
崎
山
高
等
学
校

マ
二
次
試
験

9
月

上

旬

判

日
町
役
場

受
付
け
期
間

6
月
1
日
制
か
ら

6
月
初
日

側
ま
で
。
詳
し
く
は
役
場
総
務

課
人
事
係
（
宮
内
線
2
0
7
）

へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

募

集

－

自

衛
隊
幹
部
候
補
生

募
集
人
員
V
男
子
・・
陸
約
問
名

海
約

ω名
、
空
約
mw名
V
女
子

陸
約
加
名
、
海
約
刊
名
、
空
約

叩
名

応
募
資
格

平
成
7
年

4
月
1

日
現
在
、
幻
才
以
上
部
才
未
満

で
大
学
卒
業
程
度
の
学
力
を
有

す
る
者

受
付
け
期
間

6
月
げ
日
樹
ま

で職
種

事
務
系
、
技
術
系
（
パ

イ
ロ

ッ
ト
を
合
む
）

待
遇

幹
部
候
補
生
期
間
中

月
額
2
0
7
、
2
0
0
円
（
1
年

後
に
幹
部
2
3
0、
1
0

0円）

閉
会
せ

役
場
総
務
泌
庶
務
係

（
宮
内
線
2
0
6
）
ま
た
は
向

衛
隊
魚
津
募
集
事
務
所
（
E
M

－
－
0
3
6
）
へ
。

会
（
富
山
市
品
川
橋
市川
町

5
l
M
）

た
だ
し
叩
月
9
日
は
富
山
市
総

合
社
会
徳
祉
セ
ン
タ
ー
（
富
山

市
今
泉
m
l
l

）

受
講
料

無
料
（
テ
キ
ス
ト
を

除
く
参
考
作
は
宿
料
｝

申
込
み
・
問
合
せ

富
山
県
社

会
福
祉
協
議
会
（
宮
0
7
6
4

H
n
H
3
8
1
5）
へ
。

平成6年 6月介ホット求人情報’
朝
日
町
観
光
P
R

1
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

朝
日
町
の
歴
史
や
文
化
、
自

然
に
つ
い
て
学
留
し
、
そ
の
成

果
を
ガ
イ
ド
ブ
y
ク
に
ま
と
め

た
う
え
で
、

P
R
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。

募
集
定
員

白
人

募
集
期
限

6
月
日
日
附
ま
で

申
込
み
・
閉
会
せ

朝
日
町
観

光
協
会
｛
役
場
商
工
観
光
課
内

宮
内
線
1
1
8）
へ
。

。横尾 とく名さんより

10,000lg 

O朝日ダンスクラブ

10,000円

。南保谷秀人さんより

亡父宗幸さんの供養と

して 100,000円

。南保婦人会さんよりリサ

イクル収益金の一宮II

10,000円

第
時
国
朝
臼
町
福
祉
凶
体
ス
ポ

ー
ツ
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

こ
の
大
会
は
福
祉
凶
体
相
互

の
親
睦
と
健
康
晴
進
が
目
的
。

関
係
各
位
の
積
脱
的
な
参
加
と

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
お
願
い
し
ま

す。子
ど
も
た
ち
の

力
に
な
っ
て
く
だ
さ
い

7
月
3
日
側
、

午
前
川
時
か

ら
午
後
4
時
ま
で
、
小
杉
町
L
A

間
山
ラ
ン
ド
に
あ
る
市
山
県、』

ど
も
未
米
館
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養
成
議
問
会
が
聞
か
れ
ま
す
。

受
講
対
象
は
日
歳
以
上
の
明

’K
（
高
校
生
を
除
く
）
。
こ
ど
も

賛
助
会
員

加
入
状
況

た
だ
い
ま
募
集
し
て
お
り
ま

す
町
社
協
の
賛
助
会
民
に
次
の

方
々
か
ら
加
入
申
し
込
み
が
あ

り
ま
し
た
。

松
倉
悦
子
、
京
と
め
、
荒
川

貞
子
、
上
杉
ハ
ル
エ
、
魚
海
道

子
、
大
谷
氏
子
、
向
端
氏
子
、

田
中
氏
子
、
寺
西
モ
ト
エ
、
氷

見
み
さ

以
上
山
名
、
凶
口

（
5
月
刊
日
現
在
）

な
お
、
賢
助
会
員
加
入
の
申

し
込
み
及
び
問
い
合
わ
せ
は
、

お
近
く
の
民
全
委
員
ま
た
は
社

会
一
倍
祉
協
議
会
へ
。

未
来
館
の
迩
山
内
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
な
っ
て
い
た
だ
く
人
ま
た
は

背
少
年
の
健
全
行
成
の
た
め
の

指
導
者
を
志
す
人
で
す
。

子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
自
分

の
能
力
を
活
用
し
た
い
人
は
、

6
月
初
日
ま
で
に
富
山
県
、』ど

も
い
本
米
館
（
宮
0
7
6
6
H
日

H
9
0
0
0
）
へ
包
括
で
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

緬j祉liil事i典｜③

ホームヘルプサービス
地域福祉施策の中心的な

サービス。在宅援護を目的

としており、家庭泰仕員を

11］心に家版やボランティア

の協力、保健h昔、訪問看護

婦、ケースワーカーなどと

の連携を得て行われる諸活

動を総称、してホームヘルプ

サービスと言います。

平成4年度における町内

の家庭奉仕員派遣tu：帯（身
障者含む）は231世帯、延べ

2783時間、訪問看諮紛派遣

は75名、延べ1297同でした。

催

し

受理 求人職種 年齢 賃金 性別
就 業場所 t~用 資格経験

番号 円 休 日 人数 免 I午司事

アルミサ ッシ 18才～ 165,000～ 
男

朝日町道下 不問
加工組立 30才 237，日00 日祝、土曜隔週 普通免訴

2 製 進 エ
I 8才～ 161, 100～ 

男
朝日町犬家庄

2 
不問

40才 203,600 日祝他、交替有り

3 営 事院
18才『 120 ,000～ 

男
入番町青木

2 
高校卒程度

40才 280,000 日干兄、第2土噌 普通免除

4 軍機運転手
18才『 160' 000～ 

男
靭日町i召｛呆

2 
不問

35才 260,000 日祝、土鴫隅週

5 コース管理作撲
18才～ 150,000～ 

男
朝日町槻山

3 
不問

45才 240,000 その他、4週S休

6 販 発 員
18才～ 125,000-

女
朝日町平柳

2 不問
40::t 185,000 第1・3水曜、その他

7 縫 製 ヱ
I 8才』 120 ,000～ 

女
朝日町＝枚矯 不問

so才 125,000 日祝、土曜隔週
5 

8 官量 製 エ I 8才ー 126 ,000』
女

朝日町南保
3 

不問
4S::t 140,000 日干兄他、土犠隔週

9 選別結束 ヱ
18才『 141,600-

女
朝日町東草野立1：道下

5 
不附

60才 144,000 日祝他、4週6休

10 土木施工管理士
22才 ～ 150,000～ 

女
朝日町笹川 不問

30才 200,000 臼他、第2・4土端
2 

土木~工管理

－

中

国
語

・
気
功
教
室

期
間

6
月
初
日
側
か
ら
毎
月

3
聞
（
午
後
7
時
か
ら
午
後
8

昨
日
初
分
ま
で
）

場
所

日
中
友
好
協
会
水
お

末
吉
宅

（
橋
向
町
）

申
込
み

6
月
初
日
に
直
桜
会

場
へ
。

閉
会
せ

水
島
宅
（
官
位
H
H
O

7
4
8）
へ
。

会「京人情報一覧表＇＂二・利用下＜＇ ''• （褐工観光銀カウンターに展示）
合 〈わしいことは、車滞公共事量襲安定所粉白骨:Iii:宮82・0198へお問い合わせくだきい．

国
同図画

軽量
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん

国
民
年
金
の
手
続
き
は

お
潰
み
で
す
か
っ
・

ご
主
人
が
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
、

初
歳
以
上

ω歳
未
満
の
奥
さ
ん

は
次
の
場
合
、
届
け
出
が
必
要

に
な
り
ま
す
。

資
格
取
得
届

O
結
婚
に
よ
り
退
職

・
共
働
き

を
や
め
た
と
き
。

資
格
喪
失
属

。
奥
さ
ん
が
会
社
で
働
く
よ
う

に
な
っ
た
と
き
。

種
目
変
更
届

。
ご
主
人
が
会
社
を
退
職
し
て

自
営
業
に
な
っ
た
と
き
。

O
ご
主
人
が
自
営
業
を
や
め
て

会
社
に
就
職
し
た
と
き
。

O
ご
主
人
が
転
職
し
た
と
き
。

O
奥
さ
ん
の
年
収
が
1
3
0
万

内
を
超
過
し
た
と
き
。

O
離
婚
し
た
と
き
。

※
届
け
出
に
闘
す
る
詳
し
い
こ

と
に
つ

い
て
は
、
役
場
住
民
課

住
民
年
金
係
（
宮
内
線
1
1
0

番
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

組薗掴臨



司副司司

お
知
ら
せ

－

児
童
手
当
を
支
給

山
中
叶
川
に
も
と
づ
き
、

3
U城
ト
ボ

渦
の
削
ん
な
の
似
波
打
に
児
角
川
子

当
を
い
メ
給
し
て
い
ま
す
。

（た

だ
し
所
仰
制
叫
が
あ
り
ま
す
）

希
望
者
は
印
鐙
と
泊
帳
を
持

参
の
う
え
、
役
場
伶
民
諜
縞
靴

係
（
公
，
妨
げ
は
は
勤
務
先
）
で
子

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
現
在
川ん
悦
下
山
ー
を
受

け
て
い
る
人
は
『
山
品
川
下
中
1
制

くらしの情報室

L旬開gInformatioη 

あ
さ
ひ
総
合
病
院
で
は
、
住

川凶
の
併
さ
ん
に
川
出
版
づ
く
り
や

耐
れ
の
子
防

・
リm似
に

つ
い
て

の
知
鴻
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
、

病
院
外
で
の
川
崎
山
崎
議
開
を
開
俄

す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

。山
山
副
議
席
ω

の
開
催
を
希

望
す
る
同
体
等
は
、
あ
さ
ひ
総

A
H
病
院

（
mu
m
M
－

1
6

0
）

へ
泌
給
し
て
く
だ
さ
い
。

出札
川
」
を
山
川
す
る
必
．裂
が
あ

り
ま
す
。
受
給
者
に
は
し
記
入
則

紙
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
指
乏

の
即
日
ま
で
に
純
山
し
て
く
だ

．‘

、。

」，、・
v

． 
免
許
証
の
有
効
期
聞

が
変
わ
り
ま
し
た

近
凶
附
・
災
一
店
法
が
改
正
さ
れ
、

5
川
叩
円
か
ら
優
良
運
転
者
は

免
許
証
の
有
効
期
聞
が
5
年
に

延
長
さ
れ
ま
し
た
。

優
良
泌
転
打
と
は
、

dr成
8

年
5
月
9
日
ま
で
は
「
継
続
し

て
免
杷
川
を
究
け
て
い
る
問
山
が

あ
さ
ひ
総
合
病
院

健
康
講
座
の

虫
前
は
い
か
が
っ
・

平
成
6
年
度
の
税
制
改
正
に

よ
り
、
所
得
税
減
税
の
ほ
か
、

住
民
税
の
税
額
の
叩
%
（
た
だ

し
叩
万
円
を
限
度）

を
減
額
す

る
特
別
減
税
な
ど
が
実
施
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

給
与
所
得
者
は

6
Mと
7
月

分
の
住
民
税
が
徴
収
さ
れ
ず
、

伐
り
の
減
従
分
は
後
の
叩
か
月

で
等
分
さ
れ
、
L
ほ
川
そ
の
令
制

が
作
除
さ
れ
ま
す
。

一
方
、
給

与
所
得
省
以
外
の
人
に
つ
い
て

は
、
6
川
の
第

．
期
納
付
の
際

に
年
間
の
減
税
額
が
陀
除
さ
れ

ま
す
。

ま
た
、
人
？
川
の
改
正
で
は
ド

ぷ
め
と
わ
ね
り
、
法
人
町
民
税
の

均

η川
税
制
聞
も
変
わ
り
ま
し
た
。

却
し
く
は
役
場
統
訪
ぷ
｛

mu

内
線
1
0
4
・
1

0
5
）
へ
お

問
い
介
わ
せ
く
だ
さ
い
。

E守:1：也Jfi信量規.，.'i：属国園町Ill

対
象
団
体
等

会
、
川
人
会

公
民
館
、
町
内

主
人
ク
ラ
ブ
、

＋＋ 

経連結辺健g鏑平成6年度

福
札
慨
川
ル
伸
、
合
果
、
そ
の
他
の

グ
ル
ー
プ
（
た
だ
し
、
日
利
を

け
的
と
す
る
州場
A
い
は
不
イ
）

日
時

・
場
所

・
テ
l
マ

希
望

川
体
等
と
の
協
議
に
よ
っ
て
決

定
。
（
日
時
は
佼
川
L
A
I
n
む）

ス
タ
ッ
フ

テ
l
？
ご
と
の
専

門
限
師
、
肴
波
川姉、

医
療
技
師

内
容
総
抗
状
、
実
校
講
山
村
、
ス

ラ
イ
ド

・
ビ
デ
オ
、
川
川
ぷ

・
資

料
な
ど
を
川
い
た
丸
軽
な
込
山
町

で、

時
川
は
l
叫
川
利
成
。

費

用

燃

料

率

I.均等書ljの税率の改正

· W、人見J~り；；1111の枚キ1が次のとおり改正されます。

お年以上で、過よ1年間‘

勉…途反のドライバー」、平成

8年5月山円からは「継続

して免況を受けている則仰

が5年以上で、過去5年問、

他…違反のドライバー」が誠

中1します。（ただし、低－U

泌転帆引でも．民新日呼に必け

る年紛により行効則聞がwA

なりますから山ぷが必裂で

す）

また、免許可社有効期間満

fuの刊けはど山川に、公安

安けは会から史新一泊知が送付

されますが、更新には附過

知仙叫けを持参、川M．ボしていた

だくことになリました。

ぶしいことについては、

入持符奴初交辿胤（宮ηr
ollO）へわり川いAHわせ

ください。

生活必需昂価損
5月分｛毎月1011呪絞説的 Y昨11司

ti' 肉 名
’fl ~J 11耐絡

5 JI 』jijl-Jlt 前年同日比

対 ソ ． ノ

132 Z』
ti ｛検完 10

illt tT i由 1.001 28 ‘：h 3 
事基 （配達18£)

,'i, L p す1 ス
3.155 92 38 

( 5 m') 

ti 苅 IH i;¥; 高1)
257 2 

II ｛中怜洗剤600me>

rn ティシュペーバー
JM ~ 2 

（~00枚紙箱人リ）

B’’J “ トイレ y トペーパー
17・1 5 6 29 

｛飲紙ロール4｛凶組）

tt ，，、t ノ
{75 2 。

( !\!i岳~.6枚入リ｝

~o －マ ー 対 ン
同・ 311 。 。

（~50g I箱｝

しょう iill 603 45 128 I (I.Beべ y トボトル入リ｝

1l: 
サラ ダ irli 

333 61 !::.. 81 
（ポリ1平総700g入り｝

と ヴ .）、． 
102 。!::.. u 

’‘’ ｛らめん l丁）

~L 250 II t:::. 6 (I tノマック人り）

’ド 肉
A －司

有 15l t芝 53 
{If•肉むらIOOg) 

耳長 l勾
208 

」／
9 

（中肉む bJOQ..g) 

込③3 草H 186 。 II 
!'I< (Mサイ

J~ ね~
197 !::.. 6 38 

(t\'i盈，•，~， I kg) 

食（;f Jl L、 し ， ’b 

268 17 ム 127
（ ~i岳A古 l kg) ぜ注

”“キ ヤ 《〈 、、J
司l司2?/¥ 127 ム 21I 

<'!r’i!!it.'1 I kg) ， 

人 参 32:1 4 35 
｛普通品 Ikg) 

手先の手先民町人法

ァMM刊す
ヒJ1q川ま

ひ唱でドソし

沼汁炉愉ヨヨJ、ぜ、。ホ・・1pノ
川川6Hから山口山山市など

を会場に附仰慨される第6州

全国生涯予期自フェスティバ

ルeまなぴピアとやま例ゐ

の供出や何日ん本市で、側川

町からはパタパタぷを紹介

します。什さん、ぜひお出

かけください。

場所前山市体育文化セン

法 人 符書＇！iの資lベ本等 市町業村内の 標雄主税準｛年額｝

の金の分 従者数 現 rr 改 正

501窓川 を岨えるもの
50入超 300万 円 300万円

50人 以 下 40万円 41万円

10億円を担え 50人組 175JiPl 1757）円

501怠：i'IJ..:.lドのもの 50人以下 4071ドJ 417]阿

l f,Q:f-1 Iを必iえ 50人必 40'Ji円 40/i問
10.f;Q：円以 ，..－のもの 50人以ド 157.Jドi J67J同

1千 万 川 を，l!ilえ 50人経i 15万 円 157JP-J 
I fぷ川 以 卜．の も の 50人以 ，，. 127i円 13万円

l千万円以ドのもの
50人必

トー園田園．． 12 )J円
12万円

50人以ド 47i同 5万円

町の工事発注状況（抑刷以上） ~
ー このコーナーは町が人事しをii'ったものをぬ級していますー

<H6 4 1-4.30> 

'I' r. ~cl.}Pi骨 支A抵主 I令H 唱n曲 2ま． ーお f岡、＇＇• •·＊

文教ゾーン戦術》j（~ I栢f~宝 6 ff. 1・l同越l'I!)iJJJll {)': 1ili1 
公凶士本（jf:lf災） l：。I' 4 JJ 28.222,000 ＋唱と式会計 情報，；＇.！＼

文公教開ゾ＇＂木ー （ンi起T量訴的も＇；・’1中~l'Z 央ll＼場）工事 南側
6 ~，， 

102 .~85 .ooo 皆様銭i:;J;'ii': Ulir 
7 JI 的桜，＊

摘｜唱際院病改tJI修i似－たJ~.ぉ1長，均株・長~~.i:_'\I:）改修工’I' 弥 伊f6 $('. 
11,330.000 株Fi式KI会設社業 あさひ

5 JI 総合＃似

タ
ー

期
間
叩
川
6
H
W
か
ら
叩
H

ωま
で

内
容

パ
タ
パ
タ
茶
の
サ
ー
ビ

ス
や
製
店
過
料
の
制
介
、
町
の

む
h

品川

・
火
跡
の
パ
ネ
ル
泌
ぶ
な

V
」。

100分の14.7 （従来通り）

目

商
業
統
計
調
査
に

，

ご
協
力
を

通
商
産
業
省
で
は
平
成
6
年

7
月
1
臼
現
庄
で
、
全
国
の
却

完

・
小
売
業
を
営
む
弔
業
所
を

対
象
に
尚
業
統
計
測
丘
を
実
胞

し
ま
す
。

調
査
に
勺
た
っ
て
は
、
山
川
知

市引か
ら
任
命
さ
れ
た
商
業
統
計

調
資
リ
只
が
事
業
所
を
ド
也
被
訪
問

し
、
調
代
判
決
に
必
要
な
事
項
を

記
入
し
て
い
た
だ
い
た
後
、
凶

収
す
る
と
い
う
十刀
法
で
行
い
ま

す
。
従
山
さ
れ
た
湖
先
決
は
、

率

統

礼川
伐
に
よ
り
総
山
市
に
総
統
が

税

守

ら
れ
‘
統
仙
川
作
成
の
日
的
以

勧

外

に

は

－
W
似
川
い
た
し
ま
せ

税

ん

の
で
、
正
航
な
惚
代
に
ご
協

臥

力

く
だ
さ
い
。

乙

＊

詳

し
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、

役
場
金
州
的
総
泌
（
宮
内
線
2

3
2
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

g温

本
箱

朝
日
町
立
中
央
図
書
館

（
宮
邸

H
0
5
7
4）

新
し
い
本

（
一
般
書
）

新
保
守
革
命
彼
辺
美
知
円
雄
他

余
は
も
う
貯
め
た
あ
と
は
よ

さ

に

は

か

ら

え

点

神

的

羽
附
孜
と
い
う
川

仲

街

ハ
マ
コ
ー
の
附
の
小
川
述
っ
と

る

沢

川
和

ル民が山
川
分
会
情
き
る
に
は

上
川

lm
み
ち
f

本
棚
か
ら
仙
じ
ゃ
ら
し併

ょ
う
句
』

デ
イ
ヴ

・
パ
リ
！
の
H
・
本
を
笑

う

テ

イ
ウ
・
パ

リ
l

日
本
の
茂
川
家
た
ち

ヒ
作
て

郎

↑
九
述
成

長
作
山
片隅

似
合
倒
ぷ

と
や
ま
刷
物
此

（小
説
）

判
の
歓
ぴ
（
上
ド
）

山

本

絹

銃
日
｛
上
ド）

三
浦
綾
，
r

月

の

音

山

門

洋

守

－
九
分
後
の
附
一
川

介

村
L
L

飽

N
I
G
H
T
H
E八
D

（

1

1
2
）

飯

山
鳩
治

芯
仙

・
同K
附
殺
立
の
wm

・h河
島
，
．J
川
い
入

M
O

AV
L
T
A
i
J
の
が

山
村
美
紗

十
e

一
秒
の
誤
算

餓
一似

の

州

瓜

大

戯

作

法

問

諜

杉

本

市

子

死
が
小
径
を
や
っ
て
く
る

券
川
次
郎

ア
ン
コ
ー
ル

・
ワ
ッ
ト
の
町
民
昏

一ニ
宅
和
助

制

谷

正

柳
繁本

の
紹
介

魅
力
的
な
け
ぺ
に
貯
ま
さ
れ

て
や
っ
て
き
た
川
線
ぎ
労
働
行
、

財
必
．を
必
り
払
勺
て
去
で
き
た

日
本
に
必
切
ら
れ
て
州
川
し
た

人
々
・
：
。

日
本
の
問
か
さ
の
災

側
に
あ
る
H
系
人
労
働
者
の
実

情
を
、

－d
制
に
取
材
し
た
迫
兵

の
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
。

一

四

五

六

[tt~ 
・H有

者 5ヒ鳳函
・分ン先 岨
で 卜生，L

I ：宰 ’
級 ｛， . $~ 

• 11111 5 
3の平 武
分 ＇・ :l富
民正で正
白でお lit 
有 て
段 て

宝亙E
・ ~

誌を5屈
でてト 4
3 IJ. ・ 'v 
級，，吊 E段

以？北
詰冬せ脇 村
初 ~1； 昌

飛 E宅 ぞ男
<Ml"1:21ベ目，

七

八

九

2 

ミF 主

官事 角

経

飛

3 4 5 6 

・・E’
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健康ィシフがーシヨシ

愛
の
献
血

ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

協
力
者
名
（
4
月
実
胞
分
、

合
印
は
棚
叫
、
※
印
は
成
分
、

そ
の
他
は
捌
J
M

献
血
者
）

境
地
区
※
末
よ
．

弘

宮
崎
地

区
※
水
島
光
久
、

水
島
尚
己

笹
川
地
区
深
松
奈
美
、
折
谷
川
向

子

泊
地
区
品H
A
林作火

．
郎
、
会

｛
円
本
拓
洋
、

A
M山
h
城
ト人
二
、
※

久
野
木
栄
、

※
士門岡
忍
、
※
松

原
年
子
、
※
松
倉
秀
夫
、
※
阿

部
宏
之、

ほ仙
波
宏
作
、
岡
地
m
m
N
、

岡
本
仁

－
、
大
成
多
忠
子
、

下

山
利
和
、
九
山
剛
史
、

竹
内
忍

五
箇
圧
地
区
会
草
山
文
夫
、
占H

凶
回
真
佐
犬
、
※
佐
渡
俊
成
、

※
成
削
除
犬
、
｛T
市
街
閉
山加

南
保
地
区
会
山
本
初
也
、
会
川

上
由
佳
現
、
勝
原
亜
希
子

山

崎
地
区
会出
川
烏
周
作
、
青
島
文

子大家庄地区AH藤川ぷ子

沢弁智奈美、全木林美沙子

（以上お名）

6月の各種相談
(5)時間 ロ会場

裁判所出張調停相談

6日
θ9:00～16:00 ロ 福祉センター

（月） 交通事故相談所巡回相談

(5) 10: 00-15: 00 ロ黒部市中央公民館

ア日 心配ごと相談

（火） ①13: 00-16 :ooロ 福祉センター

8日 社会保険出張相談

（水） 。lo:oo～15:00 ロ 役場会議室

14日 心配ごと相談 ・家庭児童相談

（火） ①13:00-16: 00 ロ福祉センター

20日 裁判所出張調停相談

（月） 。g:oo～16:00 ロ 福祉セ ンター

21日
心配ごと相談 ・行政相談

人権相談・税務相談
（火）

(913:00～16:00 ロ 福祉センター

22日 社会保険出張調停相談

（水） 。10:00-15 :ooロ 役場会議室

28日 心配ごと相談

（火） 。13:00～16:00 ロ 福祉センター

保
健
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

－：：：！：：よ

本t
保世た
健んれま

婦実み

っ
て
来
ま
す
。
健
診
の
場
で
住

民
の
方
々
、

一
人
ひ
と
り
の
顔

や
声
を
拝
見
し
て
、
健
康
を
確

か
め
ら
れ
る
か
ら
で
す
。

先
日
、
厚
生
省
が
平
成
五
年

度
健
康
マ

y
プ
を
発
表
し
ま
し

た
。
が
ル

・
心
臓
病

・
脳
卒
中

の
三
大
成
人
病
に
よ
っ
て
働
き

蜂
り
の
壮
年
が
死
亡
す
る
率
で
、

全
国
四
十
七
都
道
府
県
中、

富

山
県
は
、
男
性
三
十
位
、
女
性

三
十
九
伎
と
低
い
と
こ
ろ
に
位

置
し
て
い
ま
す
。
健
康
で
長
生

き
す
る
た
め
に
は
、
病
気
の
早

期
発
見
と

H

栄
養

・
巡
動

・
休

たい

Wj周の地引き網』
潮見船が沖へ出て、

；潟の流れを見定め、西

からj紛が来る場合は西

から、東からの潮の場

合は東から網をかける

ようオカの万へ指図し

た。
この地引き網も、昭

和23年以降には消滅し

た。

一－ r写真で見る羽B問のう

つりかわりJょっ

。
ご
寄
付
宇
佐

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
＋
ま
し
た

マ
神
祭
川
県
の
斤
い
松
伐
さ
ん

か
ら
設
幽
閉
幽
口
出
…

円

v
祇
而
町
の
湯
島
力
太
郎
さ
ん

か
ら
町
福
社
の
充
実
の
た
め
に

2
0
0万
円

マ
崎
ド
川
町
め
行
塚
市
制
さ
ん
か

ら
広
報
あ
さ
ひ
の
た
め
に

3
刀

問マ
白
山
市
の
加
藤
消
光
さ
ん
か

ら
出
仰
向
あ
さ
ひ
の
た
め
に

I
万

η，
 

一風水害に備えて一

一気象情報に注意を一

O集中淡町等は、子測しづ

らいもの。大間情報を聞い

たら早めの準備が必要です。

川川近くや地銀の弱いとこ

ろでは、綱心の注いなを。

1 Iま 11 町。、fl会
ぷ"71..

4 fi桜 県
税 83替 民 月
務 IIの 手見
総 l お の
へ 1IUJ ：議

納。O い

0 合 1
期内 わ 期

線せ ）

養ゐの三つがバランスよく

ハーモニーを奏でるζとが

大切です。

そのためにも、健診をか

かさず受けて、健康のバロ

メーターとして活用しまし

ょう。問では、毎年住民健

診の対象者の方のうち、一

O%の方々が健診を受けて
おられません。受診されや

すいよう保健カレンダーで

日躍をお知らせしました。

定期的に健診を受けて、

いつまでも若く元気に過ご

しましょう。

業 名 月 日
ぷ3弘~ 場

（対象者 等） 受付時間

下聖f、藤塚、機1在、積水
問 l目。。：00～I1:00 藤坂公民自民

ーー 赤川、草野
｛水）

』宇野公民館仁m:oo～14:30
柳問新、不、動堂枚橋、大家庄、井のU、

同 2日010:00～11:30 舟川 て
大家庄決w,イ主 ｛木）金山、m聞、卜山新、高野 。13:00～14:30 

民 小{Ei也、花版、1!1曲者紙、tn.
健 細野、11J王‘越 6月6目。10:00～l1:30 

淡村お1｝人の家(fl) 

診
殿町、辻岩崎 。13:00ー14:30

経谷、jj;J入、谷の拘i
6 fl 9日csno:oo～ll:oo 佐谷自治会館

』 一 国n、4高Jf果品、池桜町、明小野夏、、越、竹の部 （木）
中央淡ti1i1Y..i保支所内 、長野、 、谷の J 。13:00』 15:00

五筒庄、 i菊1呆の未受診：~ 6H16日Q9:30～I I: 30 
保健センター

山崎、犬家庄の未受診者 （木）
()13:00～is:oo 

令聞［の来受診者（佼悩j) 6 月（木2~ 日印 1:00～19:30保健センター

機能 訓練 6月21日υ。
保健センター（脳卒中後逃症者） ①12:00-13:30 

心 の健康相談 6月6日 ・20円l予が町 いずれも（月） 県書ll保健所
けもします。（会52-1224) 。13:00～14:00策i呆性老人の相談も受けます。

子育て教室 6月15円（水）［針金1～2かよ！のあカ ちゃ］ 。13:30-13:40
f米f建センター

んとおかあさん ※ 

3か月児健診・脱臼検診 6月28日υ。 あさひ総合病院

(6年3丹生まれ ※） 。13:00～13:30 整形外科

4・5か月児健診 6月21Hυ。
保健センター

(6年1月生まれ ※） θ9:30-10:00 

1歳児健診 6月7日伏）
保健センター

(5年4、5月生 まれ ※） 。13:00～13:30

3歳児健診 6 J-j 23日｛栂
保健センター(3年2、3月生 まれ※） ①13:00～14:00 

育児相談 6 J-J 15日(7附
保健センター

（希望者 ※） 。9:30～i1:30

三種混合予防接種

［（~ 3年10ト 4年31て…年い～主ilいf.半人の人措入寵車｜｜ ｜ 

6月21日ω。
保健センター

I I聞の 3ffiH~種し 。13:30～14:30
II期l期の3凶目終f後

※母子手帳持参

年
に
一
度
は
健
康
診
断

風
繁
る
五
月
か
ら
住
民
健
診

が
始
ま
り
ま
し
た
。
も
う
受
け

ら
れ
ま
し
た
か
。
私
た
ち
保
健

セ
ン
タ
ー
の
職
員
に
と

っ
て

一

年
で

一
添
う
れ
し
い
時
期
が
巡

①健康体像教室及び健康栂談（いずれも希望者）（立、6月の毎週金曜日午前 9時
30分から保健センターで、健康相談は毎週火曜日午後 I時30介カ、ら老人福祉
センター（ 6月15日（;t基幹集落センター）でも行っています。

あ
さ
ひ

総
合
病
院

第2・第4土眼目は外出氷

休診（試行）です。

A1仙怠は佼問・休日を問わ

ずM時間いつでも受け付
けします。

品u幻M－160

休日救急診療当番医 誇鵠～午後時

6月5日（日） 高桜医院 宮82-0010

6月12日（日） 寺崎医院 fi82-ll 18 

6月19日（日） 橘 医 院 fi82-0791 

6月26日（日 ｜中川医 院 fi82-0l 20 

ガソリンスタンド休日当番店

6月5日日） 大谷石油 fi82-0703 

6月12日日） 小川石油 fi83-3033 

6月19日（日） 浜岡商店 fi82-0578 

6月26日（日） 中 央 農 協 fi83-l l 35 

詰
碁
と
詰
将
棋
の
解
答

〈詰碁正解＞ '.!.¥Iの トピがJr.で：l棋を

つくる手筋です.fl 2円切リにf;t!!.¥3 

が先手XIJきで.!M 5できiLいに’I：き．

〈詰将4真正解＞ 1－飛 、 2一五.3← 

角成、 l司令. I一飛成、 l而l玉、1Ii.飛‘
2一五、I一.lilt広まで9手治的．

〈解鋭〉角が主主上にいi:.・1ttHf.l Ji. 
飛であっき リ的みます．角を消すため

に、舗をひねることになリます.3手自

にL 飛成はluJ念、liillt成、同玉、 3－角
成と改めてむ 4.：：：主とかわされ．失敗。

（問削は19ページ｝

-岱 54・0731所在地／黒部市消防署向側診療時間／午後7時～午後ll時診療日／ 日曜日・祝日ー 新川地区休日夜間急患医療センター.. ・
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－h
月
十
六
H
、

い
ろ
農
園
」
が
不
動
堂
遺
跡
の
南
側
、

横
木
地
内
に
オ
ー
プ
ン
し
・
ま
し
た
。

町
民
農
悶

「な
な

さ
み
さ
と
に
腿
付
§

－

a
d
み
台
、
と
小
開
校
記
念
久
運
動
会
｜

一一 「なないろ農園」が開｜劃 一一

思う帯分土いじりを

さ
み
さ
と
小
川子
校
の
開
校
記
念
大

な
な
い
ろ
良
闘
は
出
さ
が
約
二
千

四
百
J
u
s－

H
U
。

泊
の
同
校

グ
ラ
ン
ド
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

運
動
会
が
五
月
十

R
H、

．
一十
六
区
画
に
分
け

ら
れ
て
お
り
、

良
川
ハ
合
や
ト
イ
レ
、

川
灯
に
開
校
し
た
も
の
の
新
校
合

恥
車
場
も
完
備
。
利
川
州
問
は
米
作

』
l

’
f
－
L
E
F

・
2

’岨
・’’
a

’’

学
A
叶一
じ

’
斗
．
寸
λ

：

が
建
築
中
の
た
め
、

問
校
の
子
供
た

．．． 
け
末
ま
で
で
、

ち
は
現
在
、

四
つ
の
教
場
に
分
か
れ

中川
た
り
冗
十
川
と
な
っ
て
い
ま
す
。

て
勉
強
中
。

い
っ
し
ょ
に
な
る
の
は

今
年
伎
の
利
則
者

m刑
判
に
こ
ま
、

I
l
i
－
－
｛
 

な
ど
約
三
十
人
が
山
席
。

十
月

一
日
の
予
定
で
す
。

魚
津
町
長

が、

利
用
者
代
表
の
清
水
節
子
さ
ん
ら

シ」

今
回
の
運
動
会
は
、

子
供
た
ち
に

あなたの回りの島近な話題を待っています（ft83-1100内線204）ヘ。

と
っ
て
は
初
め
て
経
験
す
る
大
運
動

サ
ツ
マ
イ
モ
の
古
川
を
植
栽
し
ま

会
。
百
灯
走
な
ど
二
十
五
種
自
に
さ

し
た
。

わ
や
か
な
汗
を
流
し
ま
し
た
。

こ
の
州
民
間
は
、
趣
味
と
実
益
を
兼

ね
た
土
い
じ
り
と
ふ
れ
あ
い
の
場
。

秋
に
は
各
自
の
。
作
品
。
を
持
ち
寄
っ

た
収
機
祭
も
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

花
と
緑
の
地
域
づ
く
り

ー
花
房
町
内
会
が
桜
な
ど
植
樹
｜

花
房
町
内
会
の
背
さ
ん
が
五
月
十

四
日
、
海
の
凡
え
る
地
区
の
高
ム
聞
に

つ
く
っ
た
公
闘
に
、
粧
や
さ
っ
き
、

雪
柳
な
ど
約
丘
十
本
を
植
え
ま
し
た
。

A
F
凶
の
植
樹
は
、
町
が
今
年
度
行

、
つ
「
桜
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
」
の
さ

き
が
け
と
な
る
も
の
で
、

地
区
の
人

た
ち
約
七
十
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

公
園
は
花
一勝一
か
ら
棚
山
に
向
か
う

途
中
に
あ
り
、
今
後
、

花
と
緑
の
憩

い
の
場
と
し
て
、
地
区
内
外
の
人
々

に
親
し
ま
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

家
良
県
明
待
村

四
月
一一
十
三
日、

の
同
九
円
飛
九
歴
史
公
附
で
附
か
れ
た

桜の世話役に表彰状
一一 舟川新特並木保存会に

建設久邑表彰 一一

「
全
同
み
ど
り
の
愛
護
の
つ

で
、
舟
川
新
桜
必
木
保
存
会

が
「
み
ど
り
の

タt•:
ニA, 

1111 

水

掛
川
状

今
川
内、定求
。・・《ソ。ベ

白

ω叫
H
H
W
え
e
d
d
a
A
a
te
刀
判
、

l
a
t
i－
－A

？
t
 

：
h
i
i
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1
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4
taqJ叶
t
z再
開
削
持
’
h

，tす

よ
？
、
治
A
H会
N
．
ん
と
ゾ
？
t
A
h

u
L司
組
問
日
ム
ハ
リ
以
内
最
叫
宅

F
記
長
内
品
、有
4
i割
、
，
T

S

ヘ
a
q
惜

v
e
tn
・，
A
・f

ど
い
」

（
鍋
谷
龍

一
会
長
）と

し
て
建
設
大
任
表

愛
護
功
労
者
」

彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

町
内
外
に
知
ら
れ
る

花
グ） J}J・

名 川
所：段
。は

今
回
の
受
賞
は
、
長
年

そ
の
保
護
育
成
に
努
め

こ
っ
ニ
）
、

l
t
f
t
 

て
き
た
阿
保
存
会
の
活
動
が
認
め
ら

れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

〆里、

東
京
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
の
柔
道
無
差

別
級
の
金
メ
ダ
リ
ス
ト
で
、

I
o
c

（
国
際
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
委
員
会
）
委

高
校
総
体
ヘ
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン

何
日
前
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
旋
s
｜
｜

元世界チャふピオふめ技伝授

員
の
ア
ン
ト
ン
・
へ

l
シ
ン
ク
さ
ん

一一 柔道のへーシンクぎんが来町 一一

（
オ
ラ
ン
ダ
）
が
四
月
二
十
四
日
に
米

町
、
総
合
体
育
館
に
集
ま

っ
た
地
元

の
中
学
、
高
校
少
な
ど
約
百
人
に

一

流
の
技
を
伝
授
し
ま
し
た
。

へ
l
シ
ン
ク
さ
ん
は
、
長
野
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
準
備
状
況
の
枕
祭
な
ど

の
制
的
で
米
日
。
途
中
、
柔
道
が
感

ん
な
朝
日
町
に
立
ち
寄
っ
た
も
の
で

「
日
本
は
第
二
の
故
郷
。
金
メ
ダ
ル

を
と
れ
た
の
も
皆
さ
ん
の
お
か
げ
」

と
、
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

講
習
会
で
は
、
向
ら
も
柔
道
着
姿

に
な
っ

て
熱
心
に
指
導
。
教、え
た
通

り
に
午
徒
が
技
を
決
め
る
と
、
「
ペ

リ
ー
グ
ッ
ド
」
を
述
発
し
て
い
ま
し

た
。

広報係では，

セ
ン
タ
ー
で
あ

っ
た
キ
ャ

ン
ペ

ー
ン
で
は
、
ブ
ラ
ス

バ
ン
ド
に
よ
る
大
会
賛
歌

「
あ
あ
今
君
の
青
春
」

を
倣
蕗
し
た
ほ
か
、
日
い

物
客
に
手
作
り
の
新
聞
や

花
の
種
を
手
渡
す
な
ど
、

間
近
に
せ
ま

っ
た
イ
ン
タ

ー
ハ
イ
の
成
功
に
向
け
、

大
会
気
分
を
盛
り
上
げ
ま

し
た
。
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さあ新時代への掛け橋

「宮の崎橋」完成

［評議l
「
周
幕
を
侍
つ

谷2呈；
口；衣こ
仙1」

日ll －一平日太た スそ？

19 -i一年郎？ τリ
i翁

日
田：r
筒
f呆
出
身

油
彩
・キ
ャ
ン
パ
J

1
9
8
6年
品
H

～

舞ム
門の叩一抗
い
彩
、
黒
く
光
る
床
、
中
古
枠
に
う

つ
る
目
黒
衣
た
ち
の
影
。
中
幕
の
黄
土
色
、
床
の

乳
臼
色
、
そ
の
他
は
す
べ
て
黒
。
わ
ず
か
な
色

数
を
厚
く
徐
り
重
ね
て
、
撃
や
か
な
舞
台
の
影

の
部
分
、
舞
台
装
を
重
厚
に
描
く
。

モ
チ
ー
フ
と
す
る

mm衣
は
、
剛
一
…
子
や
出
…巾
と

い
わ
れ
芝
居
の
舞
台
で
の
後
見
の
こ
と
を
い
う
。

陛
ゆ
い
ラ
イ
ト
を
浴
び
観
客
の
注
目
を
集
め
る

役
者
た
ち
。
し
か
し
、
そ
の
舞
台
を
支
え
る
の

が
、
然
自
の
裂
で
働
く

m…
衣
で
あ
る
。
虫
…衣
の

存
在
な
く
し
て
進
行
し
な
い
。
観
客
に
と
っ
て

怠
識
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
黒
衣
の
哀
歓
に
あ
っ

い
版
差
し
を
向
け
独
内
の
世
界
を
展
倒
す
る
。

洋
画
家
、
谷
川
仙
太
郎
は
、
朝
日
町
南
保
出

身
。
谷
口
山
鯨
や
長
崎
葉
人
の
影
縛
で
画
家
を

口
指
す
。
武
蔵
野
美
術
大
学
で
は
、
同
郷
の
仙

名
秀
雄
の
指
導
を
受
け
る
。
現
在
は
、
東
京
銀

座
の
ア
ト
リ
エ
で
制
作
を
続
け
る
。

阿
郷
に
、
山
県
を
基
調
と
す
る
同
家
は
他
に
も

い
る
が
、
谷

μ
の
黙
は
、
多
く
を
諮
る
こ
と
の

べ

な
い
人
々
の
心
を
伝
え
る
沈
黙
の
黒
と
い
え
よ

い向

う。

紋何回

常
設
展
「
あ
さ
ひ
の
美
術
」

開
催
中

宮崎漁港臨港道路f宮の崎橋』

が完成し、5月14日に開通式が

行われました。

この臨港道路は延長400メート

ル。うち250メートルがテラス状

に張り出した高架橋となってり

る全国的にも珍しり2階建て構

造B 絵、事業費9儀7,000万円をか

け、昭和63年度から工事が進め

られてりました。

式ては神事の後、テープ力ツ

トゃくす玉害lりが行われ、水島

隆男さんの3世代家族らが獅子

や稚児たちの舞う中、次々 と新

しり掛け橋を渡りました。 7
月
白
日
目
ま
で
（
火
曜
休
館
）

一
般

2
0
0円
小
中
高
生

1
0
0円

明
対
可
叫
1
司
リ
1
4叶
円
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V
町
の
話
題
や
出
米
士
事
が
新
聞
や
テ

レ
ビ
な
ど
の
マ
ス
コ
ミ
で
報
道
さ
れ

る
よ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。

「広
報

あ
さ
ひ
」
で
も
毎
月

一
回
、
こ
う
し

た
ニ
ュ

ー
ス
を
町
民
の
皆
さ
ん
に
お

伝
え
し
て
い
ま
す
が
、
広
い
報
道
範

屈
と
即
報
性
を
持
つ
マ
ス
コ
ミ
の
亘

伝
効
果
は
絶
大
。
時
い
ニ
ュ
ー
ス
は

も
ち
ろ
ん
別
と
し
て
、
あ
る
怠
昧
で

は
ど
れ
だ
け
マ
ス
コ
ミ
に
取
り
上
げ

ら
れ
て

い
る
か
が
、
そ
の
自
治
体
の

活
力
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
に
も
な
る
と

ぃ
、
え
る
で
し
ょ
、
っ
。

V
広
報
室
に
は
よ
く
（
社
に
よ
っ
て

は
、
ほ
と
ん
ど
毎
日
）
、
新
聞
や
テ
レ

ビ
記
者
の
皆
さ
ん
が
顔
を
見
せ
ま
す
。

広
報
係
で
は
毎
月
の
終
わ
り
に
翌
月

の
行
事
な
ど
の
予
定
表
を
各
社
に
流

し
て
い
る
ほ
か
、
町
一民
の
皆
さ
ん
か

ら
寄
せ
ら
れ
た
ホ

ッ
ト
な
情
報
の
取

り
次
ぎ
ら
行
っ
て
い
ま
す
。

V
広
報
室
は
町
の
情
報
を
収
集
、
中

継
、
そ
し
て
発
進
す
る
た
め
の
小
さ

な
基
地
。
身
近
に
あ
る
ち
ょ

っ
と
し

た
話
題
や
出
来
事
な
ど
、
品
目
さ
ん
か

ら
の
連
絡
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

. .  寵H:l：前月比5. IJ,見花 （世帝数 5.201(+38) 計 17'669 ( + 28) ?;!:. 9,424(+21) 男 8,245(+7)〔町の人ロ）


